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長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
出
場
！  

  

木
島
平
村
消
防
団
で
は
、
消
防
技
術
の
向
上
の
た
め
、
毎
年
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
お
互
い
の
ポ
ン
プ
操
法
や
ラ

ッ
パ
吹
奏
の
技
術
を
競
い
合
い
、
村
の
代
表
を
決
め
て
い
ま
す
。 

 

村
の
代
表
と
な
っ
た
チ
ー
ム
は
、
近
隣
の
６
市
町
村
で
行
う
『
北
信
大
会
』

に
出
場
し
ま
す
が
、
今
年
こ
の
大
会
で
、
自
動
車
ポ
ン
プ
と
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
２

種
目
で
優
勝
し
、
県
大
会
に
出
場
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

 

自
動
車
ポ
ン
プ
が
県
大
会
に
出
場
す
る
の
は
昭
和
４
１
年
以
来
５
０
年
ぶ

り
で
、
ラ
ッ
パ
吹
奏
も
３
年
ぶ
り
で
す
。
特
に
ラ
ッ
パ
吹
奏
は
北
信
大
会
の
レ

ベ
ル
が
高
く
、
北
信
代
表
の
チ
ー
ム
が
県
大
会
優
勝
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
県
大
会
の
結
果
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
が
１
２
チ
ー
ム
中
７
位
、
ラ
ッ
パ
吹

奏
が
１
３
チ
ー
ム
中
８
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。 

 

今
年
の
10
月
１
日
に
調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
木
島
平

い
～
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
in
調
布
」
で
は
、
村
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
ラ

ッ
パ
吹
奏
も
披
露
し
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
！ 

          

  

柱
松
子
の
「
思
い
出
」 

さ
い
た
ま
市 

小
林
荘
志
（
内
山
出
身
） 

 

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
内
山
地
区
で
の
思
い
出
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

広
報
「
き
じ
ま
平
」
に
連
続
掲
載
さ
れ
て
い
る
樋
口
先
生
の
「
ふ
る
さ
と
の

村
を
歩
く
」
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
以
前
６
月
に
「
平
成
の
名
水
龍

興
寺
清
水
と
内
山
和
紙
」
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
毎
年
夏
に
行

な
わ
れ
る
国
の
選
択
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
、
村
の
無
形
民
族
文
化
財
、

伝
統
行
事
「
内
山
柱
松
子
（
柱
松
柴
燈
神
事
）」
が
あ
り
ま
す
。
村
に
は
、
内

山
の
他
に
南
鴨
地
区
大
塚
山
で
も
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
３
年
毎
の
７
月

に
開
催
の
飯
山
市
小
菅
権
現
の
柱
松
子
は
有
名
で
す
。
こ
の
お
祭
り
当
日
は
、

中
村
の
神
社
に
も
小
菅
市
が
建
ち
、
テ
ン
ト
張
り
の
お
店
に
赤
々
と
電
球
を

灯
ら
せ
て
い
た
遠
い
昔
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

明
治
以
前
か
ら
今
も
継
続
さ
れ
て
い
る
内
山
の
柱
松
子
は
、
毎
年
７
月
20

日
前
後
の
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
戸
隠
修
験
道
の
験
競

べ
（
げ
ん
く
ら
べ
）
に
由
来
す
る
神
事
と
い
わ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。 

 

美
し
く
も
厳
し
い
北
信
の
自
然
と
共
に
生
き
て
き
た
昔
の
村
人
、
そ
の
長

い
歴
史
の
中
で
、
脈
々
と
守
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
。
村
人
は
神
に

五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
天
下
泰
平
を
願
っ
て
来
ま
し
た
。
伝
統
文
化
を
継
承
す
る

こ
と
で
、
先
人
た
ち
の
英
知
を
学
び
、
心
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
村
民
は

そ
れ
を
暮
ら
し
の
支
え
と
し
て
、
心
の
豊
か
さ
を
育
ん
で
来
ま
し
た
。
ま
さ
に

こ
れ
は
ふ
る
さ
と
の
宝
で
す
。
北
信
地
方
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
盆
踊
り
、
か
ら

す
踊
り
、
秋
祭
り
、
そ
の
他
沢
山
あ
る
行
事
。
柱
松
子
は
そ
の
象
徴
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。 

 

内
山
地
区
で
は
、
年
中
行
事
と
し
て
１
月
に
「
道
祖
神
」、
４
月
「
桜
観
世

音
祭
」、
７
月
「
柱
松
子
」
、
９
月
「
八
幡
神
社
秋
祭
」、
10
月
「
龍
興
寺
清
水

平
成
28
年
８
月
10
日
発
行 
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祭
」
等
が
開
催
さ
れ
、
近
隣
か
ら
大
勢
の
人
が
集
ま
り
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 
写
真
は
「
内
山
柱
松
子
」
の
１
場
面
で
す
。
写
真
A
の
赤
い
お
神
輿
で
火
の

周
り
を
走
り
巡
る
は
当
夜
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
１
つ
で
、
こ
の
「
大
日
王
さ

ん
」
と
呼
ぶ
赤
い
神
輿
は
、
内
山
区
青
年
衆
の
選
ば
れ
た
10
数
名
の
若
者
が

夕
方
か
ら
お
神
酒
の
力
を
借
り
て
、
区
内
の
東
西
南
北
、
田
畑
、
農
道
は
じ
め

と
す
る
集
落
路
を
無
災
豊
穣
を
願
っ
て
走
り
巡
り
、
時
間
を
図
っ
て
村
外
れ

の
畑
の
中
に
祀
っ
て
あ
る
大
日
如
来
堂
前
広
場
の
燃
え
盛
る
焚
火
の
前
へ
と

そ
の
豪
姿
を
見
せ
ま
す
。
こ
の
神
輿
は
別
名
「
荒
れ
神
輿
」
と
し
て
有
名
で
、

農
道
側
の
田
畑
は
蹴
散
ら
さ
れ
、
そ
の
他
の
損
壊
事
故
も
こ
の
日
ば
か
り
は

放
免
さ
れ
ま
す
。 

 

神
輿
が
奉
納
さ
れ
、
静
ま
り
返
っ
た
お
堂
前
の
焚
火
広
場
に
は
、
メ
イ
ン
の

催
事
第
２
場
、
柱
松
子
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。 

 

催
事
に
参
加
で
き
る
の
は
、
小
中
学
生
男
児
が
年
齢
別
に
抽
選
で
10
人
が

１
カ
月
ほ
ど
前
に
選
出
さ
れ
ま
す
。
休
校
日
を
利
用
し
て
村
の
氏
子
青
年
衆

と
共
同
作
業
で
柱
の
材
料
の
雑
木
・
野
草
を
伐
採
し
て
準
備
し
、
祭
り
前
に
大

日
如
来
堂
前
広
場
の
両
角
に
並
べ
て
、
縄
で
結
わ
い
た
直
径
２
ｍ
、
高
さ
４
ｍ

位
の
柱
に
人
が
乗
れ
る
足
場
を
設
け
て
建
て
ま
す
。（
写
真
A 

赤
い
神
輿
の

後
ろ
の
柱
） 

 

祭
り
は
夕
食
後
、
区
民
は
大
日
如
来
堂
前
広
場
の
焚
火
の
回
り
に
陣
取
り

ま
す
。
そ
の
年
に
も
よ
り
ま
す
が
、
夜
８
時
過
ぎ
頃
に
催
事
は
始
ま
り
ま
す
。

神
事
は
「
上
（
か
み
）
柱
」
と
「
下
（
し
も
）
柱
」
の
２
本
の
柱
松
に
火
打
石

で
火
を
つ
け
る
早
さ
を
競
い
、
そ
の
年
の
「
天
下
泰
平
」、「
五
穀
豊
穣
」
を
占

う
と
い
っ
た
神
事
で
す
。
上
柱
に
先
に
火
が
付
け
ば
、
そ
の
年
は
「
天
下
泰
平
」
、

下
柱
だ
と
「
五
穀
豊
穣
」
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

絣
浴
衣
の
正
装
に
身
を
包
ん
だ
少
年
達
の
役
割
は
、
柱
に
上
っ
て
陣
取
る

松
神
子
に
、
ご
幣
な
ど
を
競
っ
て
柱
の
上
へ
渡
す
役
割
の
少
年
、
ま
た
、
合
図

の
太
鼓
を
打
つ
天
狗
面
の
松
太
鼓
役
の
少
年
達
で
す
。
各
少
年
松
子
は
青
年

団
の
大
人
に
肩
車
さ
れ
て
、
手
に
持
っ
た
ご
幣
や
葵
木
、
カ
ヤ
等
を
そ
れ
ぞ
れ

が
、
天
狗
面
の
松
太
鼓
の
音
で
、
時
々
い
い
加
減
な
偽
合
図
も
す
る
太
鼓
の
音

で
、
柱
の
少
年
柱
神
子
に
手
渡
し
、
最
後
に
火
打
鉄
（
ひ
う
ち
が
ね
）
を
渡
し

て
火
打
石
で
の
着
火
競
争
と
な
り
ま
す
。 

 

柱
頭
上
に
奉
て
並
べ
ら
れ
た
ご
幣
に
着
火
し
て
、
上
柱
、
下
柱
の
決
着
を
見

て
お
祭
り
は
終
了
し
ま
す
。
燃
え
上
が
っ
た
柱
松
は
倒
さ
れ
、
虫
除
け
の
お
守

り
に
参
加
者
は
競
っ
て
持
ち
帰
り
ま
す
。
当
夜
、
帰
宅
後
の
各
家
で
ひ
え
た
西

瓜
を
ほ
う
張
り
、
ソ
バ
で
腹
ご
し
ら
え
す
る
の
が
慣
わ
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
今
で
は
ど
こ
の
地
域
に
お
い
て
も
、
若
者
や
子
供
が
少
な
く
な
り
、

柱
松
子
に
限
ら
ず
、
伝
統
神
事
の
継
続
に
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
様
子
で
す
。 

      

     

     

 

 

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。「
村
の
思
い
出
」「
身

近
な
出
来
事
」
な
ど
、
木
島
平
村
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９
の
２
３
９
２ 

木
島
平
村
役
場
内 

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局 

fax
０
２
６
９
の
８
２
の
４
１
２
１ 

✉kicho@kijimadaira.jp
 

ま
で 

写真 A; 「お天王さん」といわれる赤い神輿、（別

名荒れ神輿）が燃え上がる火の周りで揉み合う勇

壮な神事は、火付けの神事に並ぶ見どころ。 

写真 B； 絣の浴衣の正装に身を包んだ柱神子たち。後ろ

の朱の衣に天狗面の少年は松太鼓役の神子。手前右からカ

ヤ、２人目は火打鉄、３番目は天狗、４番目葵木、最左の

火の奥はご幣を担当する神子達です。 


